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北朝 鮮の 三度 目の 核実 験に 抗議 する 決議  

 

  北朝鮮 は、２月 １２ 日、国際 社会 の警 告を 無視 し、核実 験を 強行 した 。  

 平 成１ ８年 及び 平成 ２１ 年と 過去 ２回 の核 実験 の際 にも 、国 際社 会は

強く 非難 し た 。し かし なが ら、 昨年 １２ 月に 「人 工衛 星」 と称 する ミサ

イル を発 射し 、我 が国 を含 む国 際社 会に 重大 な脅 威を 与え たば かり であ

るに もか かわ らず 、今 回３ 回目 とな る核 実験 が行 われ たこ とは 、こ れま

での 関連 する 国連 安保 理決 議に も明 らか に反 する もの であ り、 国際 社会

に対 する 重大 な挑 戦で ある 。  

 我 が国 は、 広島 ・長 崎へ の原 子爆 弾投 下に よっ て、 多く の尊 い人 命が

失わ れ、 多大 な犠 牲を 経験 した こ と から 、 流 山市 とし ても 昭和 ６２ 年に

平和 都市 宣言 を行 い、 武力 によ る紛 争を なく し非 核三 原則 を ま も り 、す

べ て の核 兵器 をす てる こと 、世 界平 和確 立を 訴え てい る。  

 今 回、 北朝 鮮が 核実 験を 強行 した こと は、 こう した 市民 の願 いや 国際

社会 のル ール や秩 序を 無視 した 暴挙 であ り、 北東 アジ ア及 び国 際社 会の

平和 と安 全を 著し く害 する もの とし て断 じて 容認 する こと はで きな い。  

 よ って 、流 山市 議会 は、 今回 の北 朝鮮 の核 実験 に対 し 、 厳重 に抗 議す

ると とも に、 政府 は国 連を はじ め 、 関係 諸国 と連 携し 、断 固と した 対応

をと るよ う強 く求 める 。ま た、 核実 験に よ る 環境 面へ の影 響に つい ても

十分 な調 査を 行う など 、国 民の 不安 を 払 拭す るよ う適 切な 対策 を講 じる

こと を求 める 。  

 以 上、 ここ に決 議す る。  
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